
和装商慣行改革 
「17 条の指針」から 

「きもの安全・安心推進会議」へ

会議の流れ

１  2017 年 5 月 27 日 第４回和装振興協議会 
「和装の持続的発展のための商慣行のあり方について」

（17 条の指針） 

２  2017 年 11 月 13 日第５回和装振興協議会 
きもの業界 有意・有志の方々へ

３  2018 年 2 月 はれのひ事件に関する表明書 
(１) 日本絹人繊織物工業会 会長 渡邊隆夫

(２) 全日本きもの振興会 会長 野瀬兼治郎

(３) 和装振興協議会 商慣行分科会 座長 矢嶋孝敏

４  2018 年 2 月 27 日 第一回和装商慣行改善協議

会

まとめ

５  2018 年 5 月 29 日 第６回和装振興協議会 
成人式用の振袖等の販売・レンタルについて

６ 2018 年 9 月 15 日 きものサミット in 京都 
商慣行担当部会宣言

７ 2018 年 10 月 12 日 きものサローネ in 日本橋 
きもの未来会議宣言

○ ８ 2018 年 11 月 27 日 第 3 回和装商慣行改善協議会

「きもの安全・安心宣言」 

○ ９ 2019 年 3 月 6 日 第 4 回和装商慣行改善協議会

「きもの安全・安心推進会議」発足

○ 10 2019 年 6 月 きもの安全・安心推進会議

参加登録のご案内

○印＝本日配付資料

報道の流れ

Ａ 2017 年 9 月 4 日 繊研新聞 
「改革がきもの業界の活性化促す」

Ｂ 2018 年 1 月 27 日 日本経済新聞 
「呉服、高値販売のツケ」

2018 年 2 月 8 日 京都新聞 
「和装業界 信頼回復へ」

Ｃ 2018 年 2 月 28 日 四国新聞 
「和装商慣行を改善へ」

Ｄ 2018 年 4 月～5 月 京都新聞 和を紡ぐ 
4 月 18 日   「業界再生へ改革に挑戦」

5 月 4 日 「きものサミット９年ぶりに京で」 
5 月 4 日 「産地・卸・小売一体で改革」

5 月 5 日 「職人育成 工夫を凝らせ」

5 月 6 日 「京都の役割 振興の鍵に」

Ｅ 2018 年 5 月 12 日 朝日新聞 
「きもの産業 これからも」

Ｆ 2018 年 11 月 12 日 繊研新聞 
『「産地と消費者守る」旗印に全力で』

Ｇ 2019 年 6 月 14 日 信用情報 
「安心、不安」「きもの安全・安心推進会議 活動開始」

○ Ｈ 2019 年 6 月 21 日 京都新聞

「和装商慣行改革へ新組織」

○ Ｉ 2019 年 11 月 9 日 京都新聞

和装「安心」へ商慣行改善

○ Ｊ 2019 年 11 月 15 日 信用情報

「きものの安全・安心」

以上

2019 年 11 月 28 日

経済産業省 和装振興協議会

商慣行分科会 座長

矢嶋 孝敏

資料５



2018 年 11 月 27 日 

第 3 回和装商慣行改善協議会 

 

和装の持続的発展に向けて 
 

昨年５月、経済産業省和装振興協議会にて策定された「和装の持続的発展のための商慣

行のあり方について」（１７条の指針）は川上から川中、さらに川下へと議論を広げ、本年

５月 各団体が賛同を表明し、きもの業界においてかつて無かった川上・川中・川下の合意

が形成された。 

背景には３つの要因が考えられる。第一に、職人の高齢化や低賃金による産地の疲弊が、

既に看過できない状況に至ったこと。第二に、川上・川中・川下の全分野において世代交

代が急速に進み、後継経営者が業界のあるべき未来を真剣に見据え始めたこと。第三に、

残念な契機ではあるが「はれのひ事件」により、きもの業界における悪徳商法や迷惑行為

はもはや許されない時代になっていると強く認識されたこと、にある。 

従前から和装業界では、価値のわかりにくい商品特性を利用した不明瞭な品質表示や根

拠のない二重価格表示、または押し付け販売・過量販売等々、消費者との取引においてた

びたび問題点が指摘されてきた。このような事業者本位の販売と業界全体で決別し、消費

者本位の販売へと回帰することで、和装の持続的発展を図らねばならない。 

私たちは産地振興無くしてきもの文化の発展は無い、と考え、産地を護る。同時に、市

場振興のためには消費者を護る業界モラルを自ら獲得することが不可欠である、とはっき

り自覚し、日本文化の一翼を担うきものに携わる者としての誇りを持って行動する。 

以上に基づき、取引業者間においても、消費者に対しても、安全かつ安心なきもの市場

を約束するため、下記を宣言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本絹人繊織物工業会 会長       渡邉隆夫 

全日本きもの振興会 会長        野瀬兼治郎（代理：同会常務理事 大坪宏） 

日本きもの連盟 会長          奥山功 

和装振興協議会 商慣行分科会座長  矢嶋孝敏 

京都サミット宣言（BtoB） 

 

１．買い取り比率を上げ 

サプライチェーン全体で産地への利益配分を増やす。 

２．全ての取引について 

契約書、発注書、請求書、納品書等により書面化する。 

３．長期手形、延べ払い、歩引きを順次廃止する。 

 

４．委託販売、販売員派遣を含めた販売コストを 

それぞれが応分に負担する。 

東京サローネ宣言（BtoC） 

 

１．お客様に対し、 

わかりやすい価格・品質表示を徹底する。 

２．お客様に対し、 

根拠の無い二重価格表示をしない。 

３．お客様に対し、 

販売意図を隠した勧誘をしない。 

４．お客様に対し、 

お客様が強引と思ったり、圧力を感じる販売をしない。

５．お客様にとって、安全・安心でない不適切な業者・コンサルタントとは取引しない。

（不適切とは、和装商慣行改善１７条に背く行為を続けることを指す） 

きもの安全・安心宣言 



2019 年 3 月 6 日（水） 

 

きもの安全・安心推進会議 発足 

 

第４回 和装商慣行改善協議会 

日本絹人繊織物工業会会長、西陣織工業組合理事長  渡邉 隆夫 

全日本きもの振興会会長、京都織物卸商業組合理事長  野瀬兼治郎 

日本きもの連盟会長  奥山  功 

和装振興協議会商慣行分科会座長  矢嶋 孝敏 

 

私たちは日本文化のひとつである和装を支える産地の生産体制を今後も維持し、消費者

が安心・満足して楽しめるきもの市場を創っていくために、現在の商慣行の必要な改善を

推進してきた。昨年 9 月にはきものサミット in 京都において BtoB の視点から、10 月には

きものサローネ in 日本橋において BtoC の視点から、それぞれ 5 項目の約束を取りまとめ

た。これは経済産業省 和装振興協議会にて一昨年 5 月に策定された「和装の持続的発展の

ための商慣行のあり方について」（17 条の指針）を更にわかりやすく、かつ現実的に表現し

直し、業界各社と消費者に対し強くアピールするためであった。 

それらを前回（2018 年 11 月 27 日）の本協議会において、「きもの安全・安心宣言」と

して下記の 9 項目にまとめあげた。 

 

きもの安全・安心宣言 

 

１．買い取り比率を上げサプライチェーン全体で産地への利益配分を増やす。 

２．全ての取引について契約書、発注書、請求書、納品書等により書面化する。 

３．長期手形、延べ払い、歩引きを順次廃止する。 

４．委託販売、販売員派遣を含めた販売コストをそれぞれが応分に負担する。 

５．お客様に対し、わかりやすい価格・品質表示を徹底する。 

６．お客様に対し、根拠の無い二重価格表示をしない。 

７．お客様に対し、販売意図を隠した勧誘をしない。 

８．お客様に対し、お客様が強引と思ったり、圧力を感じる販売をしない。 

９．お客様にとって、安全・安心でない不適切な業者・コンサルタントとは取引しない。 

（不適切とは、和装商慣行改善 17 条に背く行為を続けることを指す） 

 

そして本日、私たちは上記の宣言を確実に実行に移すために、「きもの安全・安心推進会

議」を設置し、実行組織としてきもの安全・安心を実現していくことをここに表明する。 

「きもの安全・安心推進会議」は和装商慣行改善協議会の下に、川上、川中、川下それ

ぞれに推進役を選出する。 

今後この推進会議は川上・川中・川下の個別企業へ直接的に働きかけ、「きもの安全・安

心宣言」への賛同者を広く結集していくことをここに確認する。 



令和元年 6月吉日 

 

きもの安全・安心推進会議 参加登録のご案内 

 

 

きもの安全・安心推進会議 

議 長  房 本 伸 也 

 

 拝啓 初夏の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配

を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて当推進会議は、経済産業省和装振興協議会にて一昨年 5月に策定された「和装の持続

的発展のための商慣行のあり方について」（17 条の指針）をわかりやすく、かつ現実的に表

現し直した「きもの安全・安心宣言（9項目）」を実行することを目的に発足いたしました。 

 つきましては、同封の資料をご一読いただき、当推進会議の趣旨にご賛同いただける場合

は、入会申込書に必要事項をご記入の上、事務局までＦＡＸ（075-353-1101）にてご返信い

ただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

和装業界が永続的に発展し、かつ、そこに携わる全ての人が誇りを持ち続けられるよう、

今こそ一致団結して業界を盛り上げていきましょう。 

敬具 

 

 

 

 

＜きもの安全・安心推進会議 発起人＞ 

             議 長 房本 伸也（京都織物卸商業組合 副理事長） 

             委 員 宮階 有二（西陣織工業組合 副理事長） 

                 佐々木英典（日本きものシステム協同組合 理事長） 

                 矢嶋 孝敏（和装振興協議会商慣行分科会 座長） 

                 辻本 泰弘（西陣織工業組合 専務理事） 

                 大坪  宏（京都織物卸商業組合 常務理事） 

 

 

きもの安全・安心推進会議 事務局 

  〒600-8009 京都府京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78 番地 

           京都経済センター6階 （一社）全日本きもの振興会内 

        TEL（075）353-1100 FAX（075）353-1101 

        ﾒｰﾙ info@kimonoanshin.jp 

        担当：嶋田 

 



きもの安全・安心推進会議は、和装を支える生産体制を維持し、消費者が安心満足して楽

しめるきもの市場を創っていくために、３つの“安心スローガン”を掲げ、下記記載の「き

もの安全・安心宣言」を実行するための組織となります。 

 

 

＜３つのスローガン＞ 

・産地への安心 ：川上である産地が安心して物づくりができる環境を整える 

・消費者への安心：価格や販売方法等、消費者の不信感を払拭する 

・業界人への安心：業界で働いている人が安心して働ける環境づくり 

 

 

 

＜きもの安全・安心宣言（９項目）＞ 

１．買い取り比率を上げサプライチェーン全体で産地への利益配分を増やす。  

２．全ての取引について契約書、発注書、請求書、納品書等により書面化する。 

３．長期手形、延べ払い、歩引きを順次廃止する。  

４．委託販売、販売員派遣を含めた販売コストをそれぞれが応分に負担する。  

５．お客様に対し、わかりやすい価格・品質表示を徹底する。  

６．お客様に対し、根拠の無い二重価格表示をしない。  

７．お客様に対し、販売意図を隠した勧誘をしない。  

８．お客様に対し、お客様が強引と思ったり、圧力を感じる販売をしない。  

９．お客様にとって、安全・安心でない不適切な業者・コンサルタントとは取引しない。

（不適切とは、和装商慣行改善17 条に背く行為を続けることを指す）  

 

 

 

＜２０１９年度事業計画（案）＞ 

 ※参加登録 

全国の川上、川中、川下の企業に対し、きもの安全・安心推進会議へ参加要請を

行い会員を募る。 

 ※参加企業名公表 

きもの安全・安心推進会議のホームページ（2019年8月頃開設予定）を立ち上げ、

当会員企業名を公表する。独自ドメイン取得済み。www.kimonoanshin.jp 

 ※研修会の実施 

   商慣行を改善し推進していくための勉強会を実施する。 

 ※店頭での広告 

   ポスターやパネル等の販促物による、消費者が安心できる差別化した店舗協力。

 

 



京　都　新　聞



 

2019.11.9(土) 京都新聞 








